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   Urodynamic investigations and the measurement of the R-R interval on ECG have been applied 
to assess the extent of autonomic and peripheral neuropathy in 12 patients with diabetes mellitus. 
Objective evidence of neuropathic bladder dysfunction was detected in 6 patients (50%) and these 
cases were included under 2% of the coefficient of R-R interval variation. The commonest abnor-
mality was hypotonic, large bladder and marked residual urine, which was usually asymptomatic. 
It is concluded that in diabetic patients this simple autonomic function test is a good guide to 
vesical function.





覚症状の表現にのみ頼 っていた.今 回著者は,副 交感
神経機能の定量的指標 となるといわれている安静時心
電図R-R間 隔の変動の度合い(変 動係数一以下CV












され る.ま た尿 水 力 学 的 検 査 はDISA社 製2100uro-





境界域(4未 満～2以 上),異常(2未 満)の それぞ
れA,B,C群 に大別し,膀 胱機能と比較検討 した.
膀胱機能を最 も端的に表す残尿量につ いて見 る と,














































































*A群 とC群 で有童 差あ り(P<0.005)































()最 小 尿 意
*A群 とC群 で有意差あり(P<O.005)
**A群 とC群 で有意差あり(P<0.005)











































重要な位置を 占め る糖尿病性腎症 とCV値 の関係を
見ると,Table4のごとく,持続的蛋白尿,血清Cr
の異常はC群 において認め られている.更 に糖尿病




本 邦 に お け る健 常 者 のCV値 は,野 呂 ら1)は4.81
±1.13,影山 ら2)は5.84±2.11%と報 告 してい るが,
糖 尿病 患 老 で は,0.76～7.71%の間 で変 動 し,影 山 ら
は 平 均3.15,野 呂 らは3.77±2.39%と報 告 し,柴 田
ら3)も同 様 の成 績 で,わ れ わ れ の値 は2.66±2.21と,
これ らの報 告 よ り低 い傾 向に あ るが,症 例 数 や 重 症 度
に も関 係 し,結 論 づ け られ な い.ま た 健 常 者 に お いて
はCV値 は 年 齢 と と もに低 下 す る と され,影 山 らは
Table5の ご と き成 績 を 発表 して い るが,糖 尿 病 患
者 のCV値 は 備 常 者 のそ れ と異 な り,年 齢 や 性 に ょ
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Table5.健康 人 のCV






































に施行するこ とがで きない と述べ,ま ずnonin-
vasiveなR-R間隔測定を行なう配慮が必要であ る
と述べている.わ れわ れの症例 に おいて も,C群



























性 膀 胱 で は排 尿前 及 び 排 尿 時 内圧 は,ほ ぼ正 常 で あ る
と述 べ,わ れわ れ の症 例 の最 高 排 尿圧 も正 常 よ りや や
低 いが,ほ ぼ 正 常 域に 含 まれ てい た,ま たFaerman
ら10)は膀 胱 自律 神経 線 維 に つ き検 討 し,組 織 学 的 に は
beadedorspindle-schapedfibersorsmallvacuo-
1atedoruniformlythickendfibersなど の神 経 変
性 と組 織 化 学 的 に は 筋 層 や 神 経 内cholinesterase
activityの減 弱 な い し消失 を認 め た と述 べ てお り,初
期 に はmyelinscheathのb圭ochemicalphase,後
期 に は神 経 線 維 そ の も の を 障 害す る と結 論 づ け て い
る.著 老 が 先 に 行 な った神 経 因性 膀 胱 作 成 ラ ッ トに お
い て,膀 胱 筋 層 内acetylcholinesterasc活性 は 術 後
4日 目に は組 織 化 学 的,生 化 学的 に も対 象 に 比 し著 明
に低 下 してい る こ とを 既 に報 告11)して お り,脊 損 あ る
い は骨 盤 神 経 障 害 に よ る 神 経 因 性膀 胱 に お い て も,
CV値 との 関 連に 興 味 が持 た れ る.ま た糖 尿 病 性 網
膜 症 や 腎 症 に つ い て は,諸 家 の報 告 と 同様 にCV値
の低下 が 認 め られ,更 に 罹 病 期 間 とCV値 は強 い負
の 相 関 を な し,罹 病 期 間 と と もに 自律 神 経 障害 は ほ ぼ
直 線 的 に 進 行す る2)とい わ れ てい る.こ の 勾 配 を なだ
らか にす る方 向 に も っ てい く治 療 法 や 努 力 が重 要 で,
植 木 ら,里 神 ら12),野呂 らは罹 病 期 間 が 短 く,コ ン ト
ロー ルが 良 好 で,腎 障 害 の な い うちに,mecobalamin
投 与 を す る こ とに よ り,か な りの割 合 で神 経 障 害 を 予
防 で き る ので は な い か と述 べ て い る,最 後 にCV値
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